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分析の目的

 コロナ禍においては濃厚接触者隔離期間に関して様々な議論が交わさ
れた。

 濃厚接触者隔離に伴うベネフィットやコストの定量化を試みた分析は
限定的であった。
- 感染抑制効果に関してはいくつかの分析がリアルタイムで行われた。

- 例:第7波における濃厚接触者対策と検査（千葉安佐子）
- https://www.covid19-ai.jp/ja-jp/presentation/2022_rq1_simulations_for_infection_situations/articles/article364/

 本分析ではアンケート調査を用いて濃厚接触者隔離による就労へ影響
の定量化を試みる
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重要ポイント

 自宅待機期間終了後１カ月間に、月当たり労働時間が前の１カ月間と比較して減少した
人は15.3%

 自宅待機期間終了後１カ月間に、月収が前の１カ月間と比較して減少した人は12.0%

- 減少幅の中央値は約30％

 自宅待機期間中・後に仕事を辞めた人は8.5%

 業種別では飲食業・宿泊業、就業形態別ではフリーランスと家族事業者において、労働
時間が減少した人・月収が減少した人の割合が特に高い

 療養期間後の労働時間と収入が減少している人の割合は女性の方が男性よりも高い

 低所得者層で、労働時間と収入が減少している人の割合が高い
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調査の概要

 実施目的:濃厚接触者としての隔離が収入や就労時間にどのような影
響を与えたのかを明らかにする。

 実施時期:2023年2月14日から2023年2月21日*

 実施対象:「2020年3月時点で仕事をしている」かつ「新型コロナウ
イルス陽性者の濃厚接触者になった経験がある」東京都内在住者

 有効回答数:7998

 基本属性
-男性 50.6%、女性 49.4%
-平均年齢 42.8歳（内訳:20代 14.4%、30代 28.6%、40代 26.1%、50代 22.8%、60代 8.2%）

* 本調査は，東京大学倫理審査専門委員会に申請し承認を取得している（申請番号:22-387）。
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基本的な情報
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濃厚接触者になった回数

1回
70.6%

2回
17.5%

3回以上
11.9%

n=7,998



7

濃厚接触者と判断された時期

※ 複数回濃厚接触者となった人は初回時点

n=7,998
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誰が陽性者になったために濃厚接触者となったか

同居する配偶者・パートナー
28.9%

同居する子ども
21.5%

同居する６５歳以上の家族

（配偶者・パートナー以外）, 3.5%

同居していない

家族・親族, 5.1%

友人・知人
8.9%

職場の人 24.3%

その他
7.9%

7.0%

2.4%
6.5%

5.6%
大学生・高校生の子ども
中学生の子ども
小学生の子ども
乳幼児・未就学児

n=7,998
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濃厚接触者になった時点の仕事内容:業種

n=7,998

リモートワークの利用可能度合い(%) ※割合(%)業種 不可能部分的に可能100%可能
5.05.090.00.3 農業
5.310.584.20.2 漁業・林業・水産業
11.155.633.30.2 鉱業
42.433.024.64.5 建設業
24.630.245.212.0 製造業（出版，印刷を含む）
59.518.921.69.7 卸売・小売業（デパート，スーパーを含む）
87.57.15.43.9 飲食業，宿泊業
30.631.438.16.7 金融・保険業
32.038.729.23.5 不動産業
62.220.916.93.7 運輸
14.825.659.76.1 情報サービス・調査業

13.527.459.26.0 
情報サービス・調査業を除く通信情報業
（電話など通信業，放送局，インターネットサービス）

29.936.433.81.0 電気・ガス・水道・熱供給業
88.07.44.611.1 医療・福祉
55.026.718.24.5 教育・学習支援業
48.624.327.016.0 その他のサービス業
53.328.718.14.6 公務
48.422.029.76.1 その他
46.623.829.6100全体

※リモートワークの利用可能度合いは就業形態が「勤め人」(n=7027) のみ回答
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濃厚接触者になった時点の仕事内容:職種
リモートワークの利用可能度合い(%) ※割合(%)職種 不可能部分的に可能100%可能

3.23.293.50.4 農林漁業作業者
0.018.281.80.2 採掘作業者
60.122.617.38.7 販売従事者
79.113.27.79.3 サービス職従事者
16.532.451.08.3 管理的職種
35.629.235.229.4 事務従事者
75.116.08.82.4 運輸・通信従事者
69.020.810.24.3 製造・建築・保守・運搬などの作業者
8.129.162.87.6 情報処理技術者
90.06.23.89.2 医療従事者・介護従事者
31.333.735.08.5 その他専門的・技術的職業従事者
73.89.716.51.6 保安職業従事者
54.418.726.910.1 その他
46.623.829.6100全体

※リモートワークの利用可能度合いは就業形態が「勤め人」(n=7027) のみ回答 n=7,998



11

就業形態は「勤め人」が最も多い

87.9%

7.9%

1.3% 2.9%

勤め人 ※1

自営業主・フリーランス ※2

家族事業者 ※3

その他

※1…会社，団体などに従業・勤務している人（雇用主と雇用関係にある人）
※2…飲食店・卸小売店・農業・開業医・作家等
※3…飲食店・卸小売店・農業等の家族従業者

n=7,998
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勤め人の勤務形態は「期限の定めのない正規社員」が最も多い

71.2%

5.0%

3.9%

16.7%

2.9% 0.3%

期限の定めのない正規社員

期限の定めのある正規社員

契約社員

アルバイト・パートタイマー

派遣社員

嘱託

n=7,027



※「濃厚接触者となった時期」と「アンケート実施時期」の間の期間より⾧い不可能な回答をしているサンプルは取り除いた。

13

自宅待機期間（平均:7.9日、中央値:7日）

n=7,997
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濃厚接触者になった後の検査結果

陽性
34.0%

陰性
44.4%

検査を受けなかった
21.6%

n=7,998
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結果誰が陽性になったために
濃厚接触者となったか 検査を受けなかった(%)陰性(%)陽性(%)

16.741.641.7同居する配偶者・パートナー

22.636.740.6
同居する６５歳以上の家族
（配偶者・パートナー以外）

27.045.727.3同居する大学生・高校生の子ども

25.346.428.4同居する中学生の子ども

27.135.837.1同居する小学生の子ども

16.433.350.2同居する乳幼児・未就学児

26.047.127.0同居していない家族・親族

23.342.534.2友人・知人

21.952.825.3職場の人

26.645.328.1その他

濃厚接触者になった後の検査結果（詳細）
乳幼児・未就学児が陽性となると、その同居家族も約５０％陽性となる
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濃厚接触者隔離の就労への影響
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労働時間の変化とその理由

減少
35.6%

変わらない
59.1%

増加
5.3%

自宅待機期間中に「1日当たり労働時間」は
自宅待機前と比較してどう変化したか

自宅待機期間の終了後1ヶ月間に「月当たり労働時間」は
自宅待機前の１ヶ月間と比較してどう変化したか

労働時間が「減少した」理由
• 同居家族の世話をする必要があったから:23.4%
• 世話は不要であったが、在宅で仕事をすることが難しかっ
たから:65.1%

• その他:11.5%

減少
15.3%

変わらない
77.4%

増加
7.3%

労働時間が「減少した」理由
• 自宅待機期間中に、自分がやらなくてはいけない仕事が減った
から:56.4%

• 自宅待機期間中に、仕事に対する意欲が減ったから:25.6%
• その他:18.1%

n=7,998
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月当たり労働時間の減少の持続（平均:2.0ヶ月、中央値:1ヶ月）

※「濃厚接触者となった時期」と「アンケート実施時期」の間の期間より⾧い不可能な回答をしているサンプルは取り除いた。 n=1,145
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労働時間の減少の理由
一日当たり労働時間が減少した理由

一日当たり
労働時間が

減少した割合(%)

誰が陽性になったために
濃厚接触者となったか その他(%)

世話は不要であったが、
在宅で仕事をすることが

難しかったから(%)

同居家族の世話をする
必要があったから(%)

10.160.429.634.5同居する配偶者・パートナー

15.963.720.439.9
同居する６５歳以上の家族
（配偶者・パートナー以外）

7.860.232.037.1同居する大学生・高校生の子ども

6.859.333.930.4同居する中学生の子ども

7.842.749.542.2同居する小学生の子ども

3.637.359.237.6同居する乳幼児の子ども

18.168.113.935.3同居していない家族・親族

15.078.26.832.8友人・知人

12.781.16.233.4職場の人

17.068.314.742.1その他
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業種別:月労働時間が 「減少した」と回答した人の割合

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

農業
漁業・林業・水産業

鉱業
建設業
製造業

卸売・小売業
飲食業、宿泊業
金融・保険業

不動産業
運輸

情報サービス・調査業
情報サービス・調査業を除く通信情報業

電気・ガス・水道・熱供給業
医療・福祉

教育・学習支援業
その他のサービス業

公務
その他
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職種別:月労働時間が 「減少した」と回答した人の割合

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

農林漁業作業者

採掘作業者

販売従事者

サービス職従事者

管理的職種

事務従事者

運輸・通信従事者

製造・建築・保守・運搬などの作業者

情報処理技術者

医療従事者・介護従事者

その他専門的・技術的職業従事者

保安職業従事者

その他



22

就業形態別:月労働時間が 「減少した」と回答した人の割合

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

勤め人※1

自営業主・フリーランス ※2

家族事業者 ※3

その他

※1…会社，団体などに従業・勤務している人（雇用主と雇用関係にある人）
※2…飲食店・卸小売店・農業・開業医・作家等
※3…飲食店・卸小売店・農業等の家族従業者
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勤務形態別:月労働時間が 「減少した」と回答した人の割合

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

期限の定めのない正規社員

期限の定めのある正規社員

契約社員

アルバイト・パートタイマー

派遣社員

嘱託
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収入の変化

減少
22.6%

変わらない
74.7%

増加
2.7%

自宅待機期間中に「1日当たり収入」は
自宅待機前と比較してどう変化したか

自宅待機期間の終了後1ヶ月間に「月収」は
自宅待機前の１ヶ月間と比較してどう変化したか

減少
12.0%

変わらない
82.6%

増加
5.4%

n=7,998
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月収の減少の持続期間（平均:2.5ヶ月、中央値:1ヶ月）

※「濃厚接触者となった時期」と「アンケート実施時期」の間の期間より⾧い不可能な回答をしているサンプルは取り除いた。 n=859
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収入の減少度合い

月収

1日当たり

収入

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

約１０％減少した 約２０％減少した 約３０％減少した 約４０％減少した

約５０％減少した 約６０％～９０％減少した 約１００％減少した n=1,809
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業種別:月収が 「減少した」と回答した人の割合

0% 5% 10% 15% 20% 25%

農業
漁業・林業・水産業

鉱業
建設業
製造業

卸売・小売業
飲食業、宿泊業
金融・保険業

不動産業
運輸

情報サービス・調査業
情報サービス・調査業を除く通信情報業

電気・ガス・水道・熱供給業
医療・福祉

教育・学習支援業
その他のサービス業

公務
その他



28

職種別:月収が 「減少した」と回答した人の割合

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

農林漁業作業者

採掘作業者

販売従事者

サービス職従事者

管理的職種

事務従事者

運輸・通信従事者

製造・建築・保守・運搬などの作業者

情報処理技術者

医療従事者・介護従事者

その他専門的・技術的職業従事者

保安職業従事者

その他
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就業形態別:月収が 「減少した」と回答した人の割合

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

勤め人※1

自営業主・フリーランス ※2

家族事業者 ※3

その他

※1…会社，団体などに従業・勤務している人（雇用主と雇用関係にある人）
※2…飲食店・卸小売店・農業・開業医・作家等
※3…飲食店・卸小売店・農業等の家族従業者
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勤務形態別:月収が 「減少した」と回答した人の割合

0% 5% 10% 15% 20% 25%

期限の定めのない正規社員

期限の定めのある正規社員

契約社員

アルバイト・パートタイマー

派遣社員

嘱託
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自宅待機期間中・後に「仕事を辞めた」のは 8.5%
4.0%

4.5%

91.5%

自宅待機期間中に、辞めた

自宅待機期間終了後に、辞めた

辞めていない

n=7,998
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濃厚接触者隔離の前後での仕事内容の変化:業種

n=677

濃
厚
接
触
者
に
な
っ
た
時
点

再開後

※（）内は「濃厚接触者」隔離前時点における各業種に従事していた人数を表している

%
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濃厚接触者隔離の前後での仕事内容の変化:職種

n=551
再開後

※（）内は「濃厚接触者」隔離前時点における各職種に従事していた人数を表している

%

濃
厚
接
触
者
に
な
っ
た
時
点
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濃厚接触者隔離の前後での就業形態の変化

n=551

再開後

※（）内は「濃厚接触者」隔離前時点における各就業形態で勤務していた人数を表している
※1…会社，団体などに従業・勤務している人（雇用主と雇用関係にある人）
※2…飲食店・卸小売店・農業・開業医・作家等
※3…飲食店・卸小売店・農業等の家族従業者

%

濃
厚
接
触
者
に
な
っ
た
時
点
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濃厚接触者隔離の前後での勤務形態の変化

n=381

濃
厚
接
触
者
に
な
っ
た
時
点

再開後

※（）内は「濃厚接触者」隔離前における各勤務形態で勤務していた人数を表している

%
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男女別の結果
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濃厚接触者隔離による労働時間・収入の変化:男女別

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

一日当たり労働時間

が減少した

一日当たり収入

が減少した

月当たり労働時間

が減少した

月収

が減少した

離職した

男性 女性
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収入別の結果
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濃厚接触者隔離による労働時間への影響:年収別

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

１日当たり労働時間が減少した
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濃厚接触者隔離による労働時間への影響:年収別

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

月当たり労働時間が減少した
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濃厚接触者隔離による収入への影響:年収別

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

１日当たり収入が減少した
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濃厚接触者隔離による収入への影響:年収別

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

月収が減少した
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濃厚接触者隔離中、またはその後の離職:年収別

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

離職したか
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市区町村別の回答者の割合

品川区江東区杉並区足立区板橋区江戸川区大田区練馬区世田谷区
3.8%4.3%4.5%4.5%4.6%4.9%5.4%5.4%6.8%

府中市目黒区墨田区中野区町田市北区新宿区葛飾区八王子市
2.0%2.1%2.2%2.7%2.8%2.9%3.0%3.2%3.3%

三鷹市西東京市中央区立川市荒川区渋谷区豊島区文京区調布市
1.4%1.4%1.5%1.6%1.6%1.7%1.9%1.9%1.9%

千代田区多摩市国分寺市東村山市武蔵野市日野市台東区小平市港区
0.9%0.9%1.0%1.0%1.1%1.2%1.3%1.3%1.4%

国立市東大和市狛江市青梅市稲城市清瀬市小金井市昭島市東久留米市
0.4%0.5%0.5%0.5%0.5%0.5%0.6%0.7%0.7%

瑞穂町羽村市青ヶ島村福生市あきる野市武蔵村山市
0.2%0.3%0.3%0.3%0.4%0.4%
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2022年の税込み年収

個人年収なし

100万円未満

100～200万円

200～400万円

400～600万円

600～800万円

800～1,000万円

1,000～1,200万円

1,200～1,400万円

1,400～1,600万円

1,600～1,800万円

1,800～2,000万円

2,000万円以上

0% 5% 10% 15% 20% 25%

n=7,998
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あなたの配偶者・パートナーの2022年の税込み年収

個人年収なし

100万円未満

100～200万円

200～400万円

400～600万円

600～800万円

800～1,000万円

1,000～1,200万円

1,200～1,400万円

1,400～1,600万円

1,600～1,800万円

1,800～2,000万円

2,000万円以上

0% 5% 10% 15% 20% 25%

n=5,343
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最終学歴
1.5%

17.9%

17.7%

54.8%

6.7%

1.4%

小卒・中卒 高卒 短大卒 大卒 修士 博士

n=7,998
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回答者の家族構成
 同居人がいるか:いる 76.6% いない 23.5%

66.8%

12.7%

14.5%

8.9%

16.0%

17.9%

33.2%

87.3%

85.5%

91.1%

84.0%

82.1%

同居人に「配偶者・パートナー」

同居人に「65歳以上の家族」※1

同居人に「大学生・高校生の子ども」

同居人に「中学生の子ども」

同居人に「小学生の子ども」

同居人に「乳幼児・未就学児」

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いる いない n=7,998※1…配偶者・パートナーを除く
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考え方の変化
仕事そのものに満足している

職場の人間関係に満足している

仕事を通じて、「成⾧している」という実感を持っている

今後のキャリアの見通しが開けている

これまでの職務経歴に満足している

生き生きと働くことができている

仕事に熱心に取り組んでいる

仕事をしていると、つい夢中になってしまっている

常に忙しく、一度に多くの仕事に手を出している

楽しくないときでさえ、働くことが義務だと感じている

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
濃厚接触者になる前よりも当てはまる
どちらかというと、濃厚接触者になる前よりも当てはまる
変わらない
どちらかというと、濃厚接触者になる前よりも当てはまらない
濃厚接触者になる前よりも当てはまらない

n=7,872


